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が自宅で客(ク ライエント)とやりとりしている場面をVTRか ら再現 し、ユタとは何者であるか
をかいっまんで紹介する。3節 「社会心理学的アプローチ」では、 これまでのユタ研究の概観をふ
まえて、筆者が依拠する社会心理学の立場から提起 される沖縄 シャーマニズムにっいての課題を10













てきた沖縄本島北部の隣接する3つの市町村(名 護市 ・本部町 ・今帰仁村)に ついて概説 し、当地
域全域のユタの分布をみる。ユタとクライエントの関係の一般的な特徴を指摘 したのち、一人のユ
タをとりあげて、そのクライエント3事例にっいて、相互作用場面(ハ ンジ場面)で の両者の対話
を詳細に再現する。そ して、その後の追跡調査の結果を加味 し、ユタにハ ンジ(判示)を 求あるに
至った背景や動機、ユタへの依存行動がその後の態度や対人関係におよぼした影響を事例ごとに整
理 して解説する。以上の知見をもとに、ユタとクライェントとの関係一般にっいて考察する。




期一 すなわち、一次的社会化期、二次的社会化期、社会化危機 ・解体期(入 巫期)、再社会化探
究期(成巫期)、再社会化確立 ・維持期(巫 業期)に 区分 したモデル図式を提示 し、 それぞれ
の時期に共通にみ られる体験内容や心身状態、各種修行をユタの世界に特有のローカルタームに即
して整理 し、さらに各時期における重要な対人関係 と心理学的 ・精神医学的状態像を整理する。 こ
の作業をふまえて、人格変容のダイナ ミックスの構造分析をこころみ、ユタの成巫過程 には沖縄の
民間社会がつ くりあげてきた一種の"共 同体的信仰治療 システム"が集約的に機能 している事実を
明らかにし、この治療システムの心理 一社会的なメカニズムにっいて考察を加える。
第5章 「ユタのパーソナリティ・世界観 ・変性意識」では、 ロールシャッハ ・テス トへのユタの
反応内容と手記の分析を通 して、ユタのパーソナ リティ特性 とともにユタに特有のコスモロジー
(世界観、因果観)の 一端を明 らかにする。巫儀時におけるシャーマンの特異な意識状態 は"ト ラ
ンス"とか"エ クスタシー"と これまで呼ばれてきたが、本研究ではそれをより一般的に 「変性意
識状態(AlteredStatesofConsciousness)」としてとらえなお し、ユタに観察 される変性意識状
態と行動を手がかりにして、最近の心理学や心理人類学での知見 と諸説を参照 しなが ら、 この課題














段階に概念化 し、各深度段階の特徴 と要因について考察する。さらに、土着 シャーマニズムは沖縄
の伝統文化の少な くとも3っの側面一 すなわち、宗教(祖先崇拝)・ 相続法(男系相続の習慣法)
・治療(信 仰治療)を 内包 しており、それらが近代化の進行するなかで、外来文化一 すなわ
ち、外来諸宗教 ・新民法 ・現代医療一 と拮抗関係にあることを指摘 し、両文化に対する主婦の態
度と行動を探る。
第7章 と第8章 の2っ の章 は 「信仰治療 と現代医療の機能関連」を共通主題にして、沖縄シャー
マニズムに内在する信仰治療をとりあげ、それと現代医療 との関連を社会 ・文化 レベル、次いで個
人 レベルで追求 したものである。
第7章 「精神医療の浸透 と土着 シャーマニズムの抵抗」では、最初に信仰治療のいくっかの事例






れ らのことから、 シャーマニズムの信仰治療 と精神医療 との併存が現状であることを確認する。
第8章 「二重治療 システムをめぐる病者の対処行動」は、前章の知見をふまえて、病者と家族が、
シャーマン 「ユタ」を担い手 とする伝統的な価値水路 と、新 しい価値水路である精神科医療の一方
あるいは双方に、継時的あるいは同時的に依存 しつつ精神的不調 という危機場面に対処 していく様






究として、前段の知見を考慮 して選択 した数ケースにっいて詳述 し、考察を加える。終わりに、以
上の知見を総合 して沖縄 シャーマニズムに内在する信仰治療 と現代医療との差異を、 「事例性」へ
の感度、人々の生活世界 との親疎、病因の説明、治療法の特徴などの側面か ら理念的に比較対照さ
せて整理 し、両 システムの特質を明らかにする。

















サンパウロ市とカンポグランデ市では、巫業を営んでいる合わせて7人 の 「ユタ」に出会 うこと
ができ、個々のユタから生活史 ・成巫過程を聞き取 り、クライエントとの相互作用場面や儀礼を観
察 した。そして、ブラジルで活動するユタの巫業形態を、沖縄シャーマニズムを継承 している度合
とブラジルの宗教要素の取 り込みの様態か ら、伝統型 ・折衷型 ・融合型の3型 に類型化 した。 さら
に、あるユタがブラジルの民衆宗教ウンバ ンダの要素を大幅に取り入れて組織化 し、 リーダーとし
て運営 しているカル ト 「心霊教会」の定期集会を参与観察 し、そこで行われている治療儀礼や愚依
治療の様相か ら、移民の同化にともなう宗教の融合の事例を具体的に把握する。一方、沖縄の伝統





ステム"と して、機能を細分化させていく現代合理主義に伍 して存続 し、"野のカウンセ ラー"と
しての役割をユタは将来 とも果たしていくであろうと予測する。












系継承問題」をとりあげ、今 日もなお庶民の間でユタの影響力がいかに大 きいかを指摘 した。
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次に、ユタの特質を実証的な手法で捉えていくことが要請されるが、論者はユタとクライエント
の関係一般をまず把握 しようとした。 これが第3章 「地域社会におけるユタとクライェント」であ
る。主要なフィール ドとした沖縄本島北部の隣接する3っの市町村(名 護市 ・本部町 ・今帰仁村)
におけるユタの分布の詳細な記述を踏 まえながら、ユタとクライエントとの関係を、相互作用場面











ユタの性格的な側面を捉えるために行 ったのが、 ロールシャッハ ・テス トへのユタの反応の内容
分析と手記の分析であった。それをとおして、ユタのパーソナリティ特性とユタ特有のコスモロジー
(世界観、因果観)を 明確に描き出す ことに成功 した。また、巫儀時におけるシャーマンの特異な







整理 したうえで世代の推移にともなうユタ依存の変化を5段 階に概念化 した"依存深度"に 照合 さ
せる定量分析を試みた。また、土着 シャーマニズムが、近代化の進行するなかで、外来文化である
外来諸宗教 。新民法 ・現代医療 と拮抗関係にあることを指摘 し、両文化に対する主婦の態度 と行動
を明らかにしようとした。
本論文のきわめて興味深い指摘の一っは、沖縄において信仰 と治療 とが相互に密接な機能的関連
を有 しているとした点にある。論者は第7章 と第8章 において、この点について社会 ・文化レベル、
次いで個人 レベルで追求 した。
第7章では、はじめにユタによる土着シャーマニズムの信仰治療の特徴を論 じたうえで、信仰治
療の治療機制について詳細に検討を加えている。そ して、シャーマニズムの信仰治療 と、 とりわけ
現代精神医療との併存が、現在で も認められることを明 らかにした。





















論者の行 った20年に及ぶ長期の沖縄 シャーマニズムに関する調査研究か ら、沖縄の土着 シャーマ
ニズムは"危機への対処システム"であり、その中心的役割を果たしているユタは、現代合理主義
に伍 してこれからも"野のカウンセラー"と して存続 していくと論者は結んだ。
以上、沖縄 シャーマニズムに関する分析 と考察は実証的な手法に基づ く資料収集のもとになされ、
論者め設定 した課題はほぼ検討されたと言える。章全体をっ らぬ く考察は見事に脈絡がとれており
明快である。 これらの成果は、内外から高い評価が寄せ られてお り、斯界に対する貢献がきわめて
大 きい。、
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の 学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め
られる。
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